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出るため声道が長くなることが理由である。以上の [i] [y] [u]のフォルマント
の特徴をまとめると、以下のようになる。
　　第1フォルマント：ほぼ同じ
　　第2フォルマント：[i]  [y] （前舌性） ＞ [u] （後舌性）
























用いられていない（Gick et al., 2013; Wilson, 2014）。その後、人体に悪影響を





Georgeton et al. (2012)
Georgeton et al. (2012)

















するものに限られる（Gick et al., 2013； Wilson, 2014）。したがって、これら
の技術を外国語教育へ即座に応用させることは難しい。応用例の一つとして
は、これらの技術を用いて収集されたデータによるコーパス（例：MOCHA-
TIMITコーパス（Wrench, 1999）や spanコーパス（Toutios, Lingala, Vaz, Kim, 
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